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　11 月 30 日、そうや自然学校では、
ひと足早い正月の伝統行事「餅つ
き」が行われました。重い杵を二
人で担ぎペッタンペッタン。その
場でついたお餅は格別な味だった
に違いありません。
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中頓別町有害鳥獣等処理施設完成 中頓別町有害鳥獣等処理施設完成 
来年３月から本格稼働へ来年３月から本格稼働へ

　近年、エゾシカやアライグマなど、野生動物の生息数が大幅に増殖し、食害による作物

や樹木へ深刻な被害を与えています。交通事故や住宅街への侵入等により社会生活への影

響も懸念されています。本町においても、特にエゾシカによる被害は甚大で捕獲従事者の

協力により捕獲数も大幅に増加している状況にあります。しかし、捕獲後の個体の処理方

法については捕獲者任せの状態となっていたため、捕獲者の負担を減らし、捕獲に専念で

きる体制を地域として作り上げることが重要なことから、処理施設の整備・捕獲個体の回

収も含めた管理運営体制の検討・協議を進めてきました。

　

町
で
は
平
成
25
年
６
月
に
有
識
者

(

町
猟
友
会
代
表
者
・
振
興
公
社
役

員
・
森
林
組
合
役
員
・
農
協
役
員
・

環
境
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
・
町

職
員)

で
構
成
す
る
「
有
害
鳥
獣

処
分
施
設
設
置
検
討
会
」
（
14
名)

を
設
置
し
、
個
体
の
処
理
方
法
等
を

諮
問
。
同
会
で
は
、
５
回
に
わ
た
る

委
員
会
の
ほ
か
、
道
内
で
稼
働
し
て

い
る
処
理
施
設
の
視
察
研
修
を
経
て
、

処
理
の
考
え
方
や
運
営
方
法
等
を
ま

と
め
、
本
年
４
月
、
町
に
答
申
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

他
地
域
で
は
、
捕
獲
し
た
エ
ゾ
シ

カ
を
食
肉
な
ど
に
活
用
す
る
例
が
あ

り
、
検
討
会
で
も
有
効
活
用
す
る
た

め
の
加
工
施
設
も
必
要
で
は
な
い
か

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
加

工
が
伴
う
こ
と
に
よ
り
産
業
廃
棄
物

の
扱
い
（
許
可
の
取
得
や
施
設
設
置

に
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
必
要
と
な

り
時
間
と
経
費
が
膨
大
か
か
る
）
に

な
る
こ
と
や
、
現
在
抱
え
て
い
る
捕

◆
処
理
方
法
等
を

◆
処
理
方
法
等
を

　

「
有
害
鳥
獣
処
分
施
設
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検
討
会
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検
討
会
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
諮
問
・
答
申
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
諮
問
・
答
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◆
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置
付
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位
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付
け
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一
般
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棄
物
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一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
◆
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処
理
方
法
に
つ
い
て
は
、
主
と
し

て
埋
却
、
焼
却
、
減
容
化
の
３
つ
に

大
別
さ
れ
、
一
般
廃
棄
物
処
理
場
へ

の
埋
却
処
分
は
、
施
設
の
使
用
年
数

が
短
く
な
る
懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら

「
焼
却
」
「
減
容
化
」
の
２
つ
に
絞
り

検
討
さ
れ
ま
し
た
。
焼
却
処
分
で
は

残
渣(

さ)

物
の
排
出
が
殆
ど
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
抑

止
の
対
応
、
焼
却
処
分
に
か
か
る
燃

料
費
、
焼
却
炉
の
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
な
ど
、
維
持
管
理
費
が
高
額
と
な

り
ま
す
。
一
方
減
容
化
処
理
で
は
、
バ

ー
ク
チ
ッ
プ
と
発
酵
菌
で
菌
床
を
作

り
、
そ
こ
に
捕
獲
個
体
を
投
入
す
る

と
３
日
間
程
度
で
骨
と
角
に
分
解
さ

れ
、
一
頭
当
た
り
の
処
理
経
費
が
焼

却
処
分
に
比
べ
約
３
分
の
１
に
抑
え

ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
減
容
化
処

理
が
望
ま
し
い
と
の
結
論
に
な
り
ま

し
た
。

ホイルローダにて
　　　　 
切替えし (3 日間 )

　

当
施
設
は
、
処
理
コ
ス
ト
や
環
境

問
題
を
考
慮
し
、
減
容
化
処
理
施
設

と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
ハ
ン

タ
ー
が
捕
獲
に
専
念
し
や
す
い
よ
う
、

捕
獲
場
所
か
ら
の
個
体
の
回
収
・
搬

入
・
施
設
で
の
処
理
ま
で
一
連
業
務

を(

有)

中
頓
別
町
振
興
公
社
へ
委

託
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
２
月
か

ら
菌
床
の
作
成
が
始
ま
り
、
３
月
か

ら
の
本
格
稼
働
に
向
け
て
の
準
備
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　町では、　町では、以前より捕獲対策を強化していますが、エゾシカ等の推定生息数が以前より捕獲対策を強化していますが、エゾシカ等の推定生息数が依

然高い水準にあり、被害の増加が懸念されます。今回の施設運営により、捕然高い水準にあり、被害の増加が懸念されます。今回の施設運営により、捕獲従獲従

事者の負担が軽減されることから、更なる捕獲数の確保が期待されています。事者の負担が軽減されることから、更なる捕獲数の確保が期待されています。

　なお、町では捕獲体制強化のための新規従事者支援として、新たに銃猟免許を　なお、町では捕獲体制強化のための新規従事者支援として、新たに銃猟免許を

取得される方への助成など、ハンター後継者育成対策の推進に取り組んでいます。取得される方への助成など、ハンター後継者育成対策の推進に取り組んでいます。

➔ ➔ ➔

狩猟者捕獲 個体を菌床へ投入 残渣物

処理サイクルフロー図処理サイクルフロー図

□参考　　
      　 ランニングコスト (年間処理頭数 500 頭として )の比較

　　焼却施設～ 7,800 円 / 頭　＞　減容化施設～ 2,232 円 / 頭

獲
者
負
担
の
早
期
改
善
を
重
視
し
、

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
と
し
て
設
置

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
処
理
方
法
は
減
容
化
処
分
へ
◆

◆
処
理
方
法
は
減
容
化
処
分
へ
◆

　

当
施
設
は
、
中
頓
別
町
字
弥
生
地

区
に
あ
る
一
般
廃
棄
物
埋
立
処
理
施

設
内
の
一
角
に
本
年
7
月
か
ら
建
設

が
進
め
ら
れ
、
10
月
15
日
に
完
成

(

施
工
者
：
株
式
会
社
細
建)

し
ま

し
た
。
エ
ゾ
シ
カ
の
年
間
計
画
処
理

頭
数
５
０
０
頭
に
対
応
す
る
規
模
で

(
鉄
骨
造
平
家
建
て 

１
６
５
．
２
１
㎡)

、

建
設
費
は
約
２
千
３
百
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◆
施
設
建
設
費

◆
施
設
建
設
費
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３
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なかとんべつ交流団 姉妹町の大崎上島町へ訪問

　

そ
の
昔
、
船
乗
り
た
ち
が
大
崎
上

島
を
訪
れ
た
際
に
、
竜
宮
城
の
よ
う

だ
と
伝
え
た
よ
う
で
、
今
で
も
、
島

内
に
は
、
竜
宮
城
を
モ
チ
ー
フ
し
た

建
物
が
残
っ
て
い
ま
す
。
年
間
延
べ

２
千
人
近
く
も
の
修
学
旅
行
生
を
民

泊
で
受
け
入
れ
て
い
る
な
ど
、
お
も

て
な
し
の
心
が
大
崎
上
島
町
の
皆
さ

ん
に
根
付
い
て
い
る
も
の
と
感
じ
ま

し
た
。

　

高
田
町
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
の

み
な
さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　11 月 5 日から 8日までの３泊４日の行程で、平成 26 年度大崎上島町との交流事業として、

中頓別町から東海林繁幸氏を団長に８名の交流団が同町を訪れました。

　我が町開拓の始祖、楢原民之助氏の縁で、平成２年度から旧東野町と姉妹町となり、これま

で青年交流や町民交流などで延べ６００人余りが親睦を深めています。

　

１
日
目
は
、
旭
川
空
港
か
ら
羽
田

空
港
を
経
由
し
て
広
島
空
港
に
到
着

後
、
竹
原
港
か
ら
瀬
戸
内
海
を
渡
っ

て
、
宿
泊
場
所
の
き
の
え
温
泉
ホ
テ

ル
清
風
館
に
到
着
し
た
の
は
、
午
後

７
時
近
く
。
休
む
間
も
な
く
歓
迎
会

の
会
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。
大
崎
な

ぎ
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
大
変
力
強
い

太
鼓
演
奏
で
歓
迎
を
受
け
た
後
、
信

谷
実
行
委
員
会
長
か
ら
開
会
の
こ

と
ば
、
高
田
町
長
か
ら
歓
迎
の
こ
と

ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
中
頓
別
町

か
ら
は
、
東
海
林
団
長
が
挨
拶
。
平

成
25
年
１
月
の
し
ば
れ
祭
り
が
順
延

に
な
っ
た
豪
雪
時
に
訪
問
し
、
一
寸

先
も
見
え
な
い
吹
雪
を
体
験
し
た
大

崎
上
島
町
交
流
団
の
皆
さ
ん
に
、
労

い
の
こ
と
ば
を
か
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
浜
田
町
議
会
議
長
の
乾
杯
の
音

　

訪
問
２
日
目
は
、
大
崎
上
島
町
職

員
の
案
内
に
よ
り
、
御
主
人
が
話
好

き
の
岡
本
醤
油
醸
造
場
の
視
察
に
次

い
で
、
楢
原
民
之
助
氏
の
お
墓
参
り
。

　

昼
食
会
で
は
、
前
回
の
訪
問
団
の

方
々
が
用
意
を
し
て
い
た
だ
い
た
料

理
で
お
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ

ピ
ア
ノ
が
あ
る
文
化
セ
ン
タ
ー
や
、
瀬

戸
内
の
１
１
５
の
島
々
が
見
渡
せ
る

神
峰
山
展
望
台
、
７
０
０
人
近
く
が

在
学
す
る
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校

及
び
実
習
船
「
広
島
丸
」
を
見
学
。

　

木
造
５
階
建
て
の
家
や
木
江
の
古

い
町
並
み
を
眺
め
た
後
に
、
み
か
ん

狩
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　今回の中頓別町交流団員は、次のとおりです。

   （団長）東海林繁幸さん

   （団員） 長田武志さん、長濱夕哉さん、　　　

　　　　　宮崎泰宗さん、 千田ひとみさん、

　　　　  横山容子さん

   （随行） 鳥田博さん、藤田徹さん

　

島
を
離
れ
る
訪
問
３
日
目
、
大
西

港
に
は
見
送
り
す
る
方
々
が
集
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
「
ま
た
、
き
ん
さ
い
！

大
島
上
島
へ
」
の
大
弾
幕
と
黄
色
い

旗
を
振
る
姿
は
、
い
つ
ま
で
も
消
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

頭
で
、
み
か
ん
と
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の

島
、
大
崎
上
島
町
の
料
理
に
箸
を
進

め
な
が
ら
、
歓
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

東
海
林
団
長
が
弾
く
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
演
奏
に
合
わ
せ
、
「
宗
谷
岬
」
や

「
知
床
旅
情
」
な
ど
４
曲
を
皆
さ
ん
と

合
唱
し
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

なかとんべつ交流団 姉妹町の大崎上島町へ訪問なかとんべつ交流団 姉妹町の大崎上島町へ訪問



頓
別
川
水
系
の
水
質
調
査
を
実
施

頓
別
川
水
系
の
水
質
調
査
を
実
施

　

町
環
境
基
本
計
画
行
動
計
画
で
定

め
る
環
境
保
全
活
動
の
一
環
と
し
て
、

平
成
25
年
度
か
ら
頓
別
川
水
系
の
水

質
調
査(

パ
ッ
ク
テ
ス
ト)
を
実
施

し
て
お
り
、
今
年
度
も
年
２
回
（
夏
・

秋
）
、
昨
年
と
同
じ
頓
別
川
及
び
兵
知

安
川
の
９
地
点
で
、
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
に
よ
り
河
川
水
を
採
取
し
、
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

■
調
査
結
果

■
調
査
結
果

　

今
年
度
の
結
果
と
し
て
は
、
全
体
的

に
昨
年
度
よ
り
も
低
い
数
値
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
水
中
の
有
機
物
含
有
量
を

示
す
Ｃ
Ｏ
Ｄ
の
数
値
が
昨
年
同
様
に
若

干
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
落

ち
葉
や
水
温
の
変
化
な
ど
の
「
季
節
的

要
因
」
に
よ
る
有
機
物
が
影
響
し
た
も

の
と
想
定
さ
れ
、
地
域
特
有
の
要
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
生
物
の
糞
尿
や
肥
料

の
成
分
な
ど
が
、
雨
で
地
面
に
染
み
込

み
地
下
水
を
経
由
し
て
、
川
に
流
れ
る

な
ど
の
「
農
山
村
地
域
の
特
性
に
よ
る

要
因
」
と
思
わ
れ
る
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
類

が
部
分
的
に
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
回

■
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

■
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

当
町
の
環
境
基
本
計
画
に
お
い
て
、

自
然
環
境
を
は
ぐ
く
む
頓
別
川
流
域
の

豊
か
な
自
然
と
共
生
し
、
地
域
文
化
を

創
造
す
る
こ
と
が
、
基
本
理
念
の
ひ
と

つ
の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
を
蓄
え

る
森
林
育
成
や
安
全
な
河
川
環
境
の
整

備
、
生
活
や
事
業
に
よ
る
雑
排
水
の
適

正
処
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
生
活
に

身
近
な
存
在
で
あ
る
川
と
の
つ
な
が
り

を
学
ぶ
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

み
ん
な
の
財
産
で
あ
る
中
頓
別
の
豊

か
な
自
然
環
境
を
守
り
、
共
生
し
て
い

く
た
め
に
、
み
ん
な
で
考
え
て
行
動
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

■ＣＯＤとは…

   〖chemical oxygen demand〗
  ( ケミカル・オクシジャン・　ディマンドゥ ) 

　水の汚れを表す指標の一

つ。水中の有機物を酸化剤

によって、酸化するのに消

費される酸素量。水 1Ｌあ

たりのミリグラム数で表す。

　単位は ppm。

は
こ
れ
ら
の
数
値
も
低
く
、
昨
年
同
様

に
水
質
数
値
に
は
問
題
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

ＣＯＤ数値の検査方法
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11
月
15
日
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

で
は
、
稚
内
市
で
社
会
教
育
活
動

を
営
む
藤
田
功
さ
ん(

元
中
頓
別

中
学
校
長)

を
講
師
に
招
き
、
日

本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
し
め
縄
づ

く
り
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

６
回
目
と
な
る
講
習
会
に
は
、
小

さ
な
子
ど
も
か
ら
年
配
者
ま
で
ま

で
40
名
が
集
ま
り
、
藤
田
講
師
の

指
導
の
も
と
、
土
台
と
な
る
「
ス

ゲ
編
み
」
を
よ
り
ま
し
た
。
完
成

さ
せ
た
ス
ゲ
編
み
に
、
好
み
の
飾

り
付
け
を
施
す
と
、
自
慢
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
し
め
縄
が
出
来
上
が
り
。

　

「
も
っ
と
つ
く
り
た
い
！
来
年

も
作
り
た
い
！
」
と
受
講
者
の
評

判
は
上
々
で
し
た
。

手
作
り
し
め
縄
で
迎
え
る
お
正
月

手
作
り
し
め
縄
で
迎
え
る
お
正
月

焼けました！焼けました！　じんぺい木炭じんぺい木炭

　「じんぺい炭窯クラブ」（安藤綱会長・会員 5名）では、

11 月 24 日、会員夫妻総出で木炭の窯出し作業を行いま

した。

　 9 月末に完成したじんぺい窯 (藤井地区 )では、これ

まで試し焼きを繰り返してきましたが、窯の操作にも慣

れてきたため本格的な木炭づくりに入りました。

　120 ㎝ほどに切りそろえたミズナラ、イタヤなどの広

葉樹を円形の窯の中にぎっしりと立てて並べ、火入れを

したのが 11 月 11 日。会員たちが昼夜を問わず交代で火

力の調節にあたり 14 日に火止め。窯が冷めるのを待ちま

した。

　この日は、メンバー 3名が窯の中に入り、黒光りする

木炭を折らないよう慎重に搬出。窯の外で待ち受ける夫

人らが不良品を取り除いた後、長さを切り揃えて選別す

写真上：窯の中で仕上がりを確かめる安藤会長
写真下：会員夫妻総出の選別作業。

る作業に追われました。窯の内外には木

炭の粉じんが舞い、マスクや手拭いで防

御しても鼻や口まわりはすぐ真っ黒に。

　マスクをはずした互いの顔を指さし、

思わず吹き出す会員たちの笑い声が炭小

屋にあふれていました。

　焼き上がった木炭は約 300 キロ。安藤

会長は、「窯が新しくなり、良質の木炭

が焼けるようになってきた。まだ、改良

の余地はあるが、会員同士の絆を深めな

がら技術を向上させたい」と抱負を語っ

ていました。



　寄贈された教材は
次のとおりです。

・ラジカセ 　　      
　　　　　    　４台

・ジューサーミキサー 
　　　　　　　  ２台

・ホットプレート  　
              　２台

・低学年用包丁   　　  
                10 丁

　宗谷建設青年会 (斎藤敬介会長 )では、地域

貢献事業の一環として、毎年 11 月に「宗谷土木

の日」を設け、管内小学校が希望する教材を贈

る事業を行っています。今年は中頓別小学校が

選ばれ、11 月 7 日の寄贈式では、児童会長の長

尾彩花さん (6 年 ) が、「大切に使わせていただ

きます」とお礼の言葉を述べ、宗谷建設青年会

役員から目録を受け取りました。

　

「
１
１
９
番
の
日
」
（
11
月
9
日
）

に
ち
な
み
、
11
月
10
日
、
南
宗
谷

消
防
組
合
中
頓
別
支
署
で
は
、
支

署
庁
舎
を
利
用
し
、
消
防
応
用
活

動
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

救
助
シ
ナ
リ
オ
は
あ
ら
か
じ
め

署
員
に
伝
達
さ
れ
ず
、
事
故
・
災

害
現
場
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
ぶ
っ

つ
け
本
番
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
た

め
、
署
員
た
ち
の
目
は
真
剣
そ
の

も
の
。
３
パ
タ
ー
ン
の
訓
練
が
行

わ
れ
、
生
々
し
い
現
場
の
迫
力
と

臨
場
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

救
助
本
番
に
備
え
て

救
助
本
番
に
備
え
て

①住宅 2階で骨折した 1傷病者の救助

②
室
内
ガ
ス
漏
れ
に
よ
り
、
意
識
の

　

な
い
１
要
救
助
者
の
救
助

③住宅 2階で出火があり、意識不明な　2要救助者の救助及び放水

　11 月 14 日、降り積もった雪に、中頓別町除雪センターの車両も急遽出動。

  早朝から町道を除雪し、その後も車両整備に追われていました。昨年よ

り2週間ほど早い除雪車輛の稼働。今冬も、町民の生活路線を確保するため、

早朝から除雪作業を開始いたしますので、よろしくお願いいたします。

除雪車輛除雪車輛

    初出動 !初出動 !

贈られた教材贈られた教材　大切に使います大切に使います

7
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劇団「バク」の観劇に…感激劇団「バク」の観劇に…感激

　12月 1日、こどもセンターホール

で、等身大ぬいぐるみを使っての観劇

会が開かれました。東京都に事務所・

稽古場を構え、全国公演を年間 800 回

以上も行っている劇団「バク」が、ア

ンデルセン童話『みにくいアヒルのこ』

を披露。集まったこども館園児や児童・

保護者約 70 名は、躍動するぬいぐる

みの音楽に合わせたダンスなどに魅了

され、声を出し手拍子する姿も。また、

ぬいぐるみの大きさに怖くて泣き出し

てしまう園児もいましたが、舞台を最

後まで楽しんで見ることができました。

絵本は親子の「たからもの」絵本は親子の「たからもの」

　コープさっぽろ主催の子育て支援「えほ

んキャラバン」が、11 月 10 日、こどもセ

ンターホールにやってきました。

　訪れたキャラバン隊は、集まった町内の

園児・児童・保護者 50 人余りの前で、絵

本の読み聞かせや、イベントキャラクター

である「トドックくん」とリズム遊びを行

うなど、絵本の楽しさ、素晴らしさを伝え

ていきました。

ど
こ
で
も
簡
単
に
で
き
る
ヨ
ガ
で
一
汗

ど
こ
で
も
簡
単
に
で
き
る
ヨ
ガ
で
一
汗

　

11
月
19
日
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
行
え
る
ヨ
ガ
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
今
年
１
月
に
愛
知
県
瀬
戸
市
か
ら
豊

富
町
に
移
住
し
、
豊
富
町
温
泉
「
お
た
す
け
隊
ね

こ
の
て
」
の
一
員
で
あ
り
、
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
資
格
を
持
つ
中
島
み
ゆ
き
さ
ん
。

　

本
講
座
は
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
棒
を
用
い
て
身
体
中

を
ほ
ぐ
し
、
血
行
を
良
く
す
る
こ
と
で
身
体
を
温

め
こ
り
や
疲
れ
を
と
ろ
う
と
す
る
も
の
。
１
時
間

以
上
、
ヨ
ガ
を
行
っ
た
参
加
者
18
名
は
、
身
体
が

温
ま
る
だ
け
で
は
な
く
、
普
段
動
か
し
て
い
な
い

腕
や
足
を
伸
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
、
驚
い
て

い
ま
し
た
。
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平成 27 年度から軽自動車税の税率が変わります！

26 27
50cc 1,000 2,000
90cc 1,200 2,000
125cc 1,600 2,400

50cc 2,500 3,700
125cc 250cc 2,400 3,600

1,600 2,000
4,700 5,900
2,400 3,600

250cc 4,000 6,000

27 3 31 27 4 1 13
3,100 3,900 4,600
7,200 10,800 12,900
5,500 6,900 8,200
4,000 5,000 6,000
3,000 3,800 4,500

　「家屋等の建物を壊した」「所有者を変更した」「新築をした」などの異動が

あった場合は、税務担当まで届出をしてください。

　固定資産税は、毎年 1 月 1 日現在の所有者に課税されますので、必ずそれ

までに届け出るようにしましょう。

■四輪車などは、平成 27 年 4 月 1 日以後に新規登録する車両から新税率が適用

　され、グリーン化を進める観点から新規登録後 13 年を経過した車両には平成

　28 年度から新税率の 1.2 倍の額が適用されます。

■税制改正により平成 27 年度から、原動機付自転車、二輪の軽自動車、二輪の

　小型自動車、小型特殊自動車の税率が、下記の表に引き上げられます。

家屋等の撤去、新築・増改築は届出を！

お問い合わせ先 ： 中頓別町役場総務課住民グループ 　税務担当 (☎6-1111)　　

　年内最後の町税納付は「国民健康保険税」で、納期限は 12 月 25 日 ( 木 ) までとなっ

ておりますので、納付してください。(他の町税や使用料等の納付もお忘れなく！ )

　納入は便利な口座振替もできます。手続きは、町の指定金融機関 (稚内信金中頓別

支店・中頓別町農協 )・最寄りの郵便局 (ゆうちょ銀行 )でお願いいたします。

町税納付を忘れていませんか！
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みんなで予防！インフルエンザみんなで予防！インフルエンザ

　日本では、気温が低く乾燥した 12 月～ 3月

にインフルエンザが流行します。季節性イン

フルエンザのウイルスには、Ａ(Ｈ1Ｎ1)亜型：

平成 21 年に流行、Ａ(Ｈ3Ｎ2) 亜型：香港型、

Ｂ型の３種類があり、いずれも流行の可能性が

あります。感染しやすい年齢層はウイルスの

型によって多少異なりますが、今年もすべて

の年齢の方が、インフルエンザに注意する必

要がありますので、下記の予防方法を取り入

れていきましょう。

○予防の方法○予防の方法

　・手洗い、うがいをする

　・マスクを着用する

　・適度な温度、湿度を保ち、

　　　　　　　　　身体を冷やさない

　・人ごみを避ける

　・栄養と休養を十分にとる

　・インフルエンザの予防接種を受ける

◇インフルエンザの予防接種助成◇

生活保護世帯の型及び

町民税非課税世帯に属する方 ・・・ 無料

上記の以外の方・・・・・・・  500 円
　(0 ～ 12 歳は 2回、13 歳以上は、
　 1 回の助成が受けられます )
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【後期高齢者医療制度のお知らせ】

北海道後期高齢者医療広域連合保健事業実施計画 ( 案 )
に関する住民意見募集について

　北海道後期高齢者医療広域連合は、 道内 179 市町村との連携のもと、 後期高齢者医療制度を

運営している特別地方公共団体です。

　このたび、 広域連合では、 被保険者のみなさまが、 地域において自立した生活を少しでも長く送る

ことができるよう、 効果的で効率的な保健事業を積極的に進めていくための、 『北海道後期高齢者

医療広域連合保健事業実施計画 ( 案 )』 を策定しました。

　この保健事業実施計画の策定にあたり、 次のとおり広く住民のみなさまからご意見を募集します。

◆募集案件について

　　　【募集案件】　　『北海道後期高齢者医療広域連合保健事業実施計画 ( 案 )』 について

　　　【募集期間】　　平成 26 年 12 月 10 日～平成 27 年 1 月 9 日 ( 必着 )

◆公表する資料について

　　　『北海道後期高齢者医療広域連合保健事業実施計画 ( 案 )』

◆資料及び募集要領の入手方法について

　　　意見募集の開始日から、 北海道後期高齢者医療広域連ホームページに掲載するとともに、

　 次の場所で配布しています。 (http://iryokouiki-hokkaido.jp)

 　　　 ①北海道後期高齢者医療広域連

②中頓別町介護福祉センター　保健福祉課保健福祉グループ

おお　  問 　 い 　 合 　 わ 　 せ 　 先

北北海道後期高齢者医療広域連合
住所 〒060-0062

札幌市中央区南２条西１４丁目
国保会館６階

　　☎　　☎ ０１１－２９０－５６０１

中頓別町介護福祉センター内

保健福祉課 保健福祉グループ

　　☎　　☎ 01634-6-1995

平成 26 年工業統計調査を実施します

　工業統計調査は、従業者 4人以上

の全ての製造事業所を対象に、毎年

12 月 31 日を基準日に行われる国の

統計調査です。調査結果は中小企業

施策や地域振興などの基礎資料とし

て利活用されます。

　後日、調査員が伺いますので、調

査の趣旨・必要性をご理解いただき、

ご解答をよろしくお願いいたします。

お詫びと訂正お詫びと訂正

　広報なかとんべつ 11 月号 12 ペー

ジの監査委員功労の記事中に誤りがあ

りましたので、お詫びして訂正いたし

ます。

(正 )　監査委員　本多 夕紀江さん　

(誤 )　監査委員　本多 由紀江さん



「このゆびと～まれ♪」
　　　　　　　の活動

　

地
面
の
上
や
水
の
中
、
木
の

上
や
空
か
ら…

。
生
き
物
は
み

ん
な
、
色
々
な
と
こ
ろ
で
ウ
ン

チ
を
し
ま
す
。
こ
ん
な
に
み
ん

な
が
、
あ
ち
こ
ち
に
ウ
ン
チ
を

し
た
ら
、
地
球
は
ウ
ン
チ
だ
ら

け
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
？

　

吉
永
小
百
合
が
、
原
爆
詩

と
関
わ
っ
た
20
余
年
に
わ
た

る
軌
跡
を
紹
介
し
つ
つ
、
当

日

の

出

来

事

を

ド

ラ

マ

テ
ィ
ッ
ク
に
描
く
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
。
原
爆
詩
が
、
国
境
を

越
え
た
瞬
間
が
、
今
こ
こ
に

蘇
る
。

（児童書）

『ちきゅうがうんちだらけにならないわけ』

　　　　　　　　　　 著：松岡 たつひで　福音館書店

（一般書）

『吉永小百合、オックスフォード大学で原爆詩を読む』

 　　　　　　　　　　　　　著：早川敦子　　集英社

と

注目の新着本

　

『天、共に在り』　 　　　　　 中村　哲

『あん』　　　　　　　　　　 ドリアン助川

今月の新刊 (11 月 20 日現在 )

11 月 5 日、こども館にて読み聞かせ・人形劇
　　(文化祭で好評だった人形劇を、こども館でも披露 )

（一般書）

（児童書）

『カラスのスッカラ』　　　　 石津　ちひろ

『ぼくのおおじいじ』　　　　 ステンバンヌ

『バナナのはなし』      　   伊沢　尚子

『アザラシ 流氷の海へ』　  　廣崎　芳次

『ドラゴンのなみだ』　 　　　佐々木ひとみ

『およぐひと』　  　         長谷川  集平

『カントリー・ロード』　 　　阪口　正博

11 月 20 日、小学校にて読み聞かせ
 (この日は、高学年にも読み聞かせを行いました )

11 月 20 日、保健センターにて読み聞かせ

12
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File №243

山 田 美 緒 子

　皆さんはＣＯＰＤという言葉を聞いたことがありますか？

　ＣＯＰＤは主として長期にわたる喫煙が原因で、肺に炎症

が起こり、肺の中の空気の流れが悪くなる病気です。ＣＯＰＤ

は『タバコ病』や『肺の生活習慣病』とも呼ばれています。

　　ＷＨＯ（世界保健機関）では「予防ができ、治療ができる

病気」と位置づけられています。我が国のＣＯＰＤの死亡数

は増加傾向にあります。近年タバコの消費量は減少しています

が、過去のタバコ消費による長期的な影響と急速な高齢化に

よって、今後もさらに増加が続くと予想されます。

　第２次健康日本２１では、ＣＯＰＤの認知度を高めることを

目標に掲げています。

●
中
頓
別
町
の
現
状
は

●
中
頓
別
町
の
現
状
は

　

中
頓
別
町
の
、
平
成
15
年
か

ら
24
年
ま
で
の
10
年
間
の
主
要

死
因
を
、
国
の
率
と
比
較
し
た

「
標
準
化
死
亡
比
」
で
見
て
み

る
と
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
が

男
性
は
４
位
、
女
性
は
１
位
と

突
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
特
定
健
診
受
診
者

の
喫
煙
率
は
１
７
．
７
％
で
、
都

道
府
県
の
中
で
は
１
番
高
い
率

で
す
。
全
国
平
均
の
喫
煙
率
は

１
３
．
４
％
、
中
頓
別
町
は
１

７
．
４
％
で
し
た
。

●
肺
の
仕
組
み
と
働
き

●
肺
の
仕
組
み
と
働
き

　

タ
バ
コ
に
は
ニ
コ
チ
ン
、
タ
ー

ル
、
ヒ
素
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
一
酸

化
炭
素
な
ど
、
２
０
０
種
類
以

上
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
有
害
物
質
が
、
気

管
支
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
よ
り

炎
症
が
起
き
、
気
管
支
の
内
腔

が
狭
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

痰
が
つ
ま
る
よ
う
に
な
り
空
気

の
流
れ
を
悪
く
し
ま
す
。

　

有
害
物
質
が
肺
胞
に
ま
で
及

ん
で
炎
症
を
起
こ
す
と
、
肺
胞

の
壁
が
破
壊
さ
れ
、
古
く
な
っ

た
ゴ
ム
風
船
の
よ
う
に
弾
力
が

な
く
な
り
、
酸
素
不
足
と
な
り
、

息
切
れ
な
ど
の
症
状
が
出
て
き

ま
す
。

　

全
身
の
酸
素
不
足
は
、
睡
眠

障
害
を
も
た
ら
す
ほ
か
、
活
動

量
の
低
下
や
低
栄
養
も
引
き
起

こ
し
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
う
つ

病
、
認
知
症
、
間
質
性
肺
炎
、
肺

が
ん
、
糖
尿
病
、
骨
粗
鬆
症
、
動

脈
硬
化
症
な
ど
、
肺
か
ら
全
身

の
病
気
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

人
の
全
身
の
細
胞
に
は
酸
素

が
必
要
で
す
。
肺
は
空
気
中
か

ら
体
内
に
酸
素
を
取
り
込
み
、

体
内
で
つ
く
ら
れ
た
二
酸
化
炭

素
を
空
気
中
へ
排
泄
（
ガ
ス
交

換
）
す
る
臓
器
で
す
。

　

大
事
な
ガ
ス
交
換
は
、
肺
胞

（
ブ
ド
ウ
の
房
の
よ
う
な
５
億

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ(

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患)

は
肺
の
生
活
習
慣
病

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ(

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患)

は
肺
の
生
活
習
慣
病

■ＣＯＰＤとは■

●
肺
と
全
身
を
傷
つ
け
る
も
の

●
肺
と
全
身
を
傷
つ
け
る
も
の

●
壊
れ
た
肺
は
元
に
戻
ら
な
い

●
壊
れ
た
肺
は
元
に
戻
ら
な
い

　

酸
素
療
法
が
必
要
に
な
る
な

ど
の
、
重
症
に
な
っ
て
か
ら
診

断
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
さ
ん

も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
慢

性
的
な
咳
や
痰
、
息
切
れ
な
ど

が
あ
る
方
は
、
医
師
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。　
　

　

喫
煙
が
最
大
の
発
症
リ
ス
ク

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
禁
煙
に

よ
り
発
症
予
防
と
進
行
の
阻
止

に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

　

加
齢
も
肺
の
機
能
を
お
と
す

要
因
で
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
、
肺
炎
に
か
か
っ
た
場
合

に
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
呼
吸
器
の
感
染
症
の
予
防

に
も
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

個
の
細
胞
で
、
肺
の
90
％
を
占

め
る
）
で
行
わ
れ
ま
す
。
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高
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恵
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人のうごき
　　 （平成26年11月30日現在）

　　　世　帯　　935(±0)

　　　人　口　 1,869(-5)

　　　　男         932(-3)

　　　　女         937(-2)

　 　　　　(　) 内は前月対比　

※世帯数・人口・男・女には
　外国人も含みます。

11月 1日～ 11 月 30 日受付分

（公開にご了承いただいた方のみ

  掲載しています。）

戸籍だより戸籍だより

　　おくやみ 　　　　　　    

 字中頓別　北村　正幸　さん
　　　　 　（96 歳　11 月  1 日）

 字中頓別　松田　一幸  さん
　　　　 　（68 歳　11 月  2 日）

 字中頓別　栗林　重三　さん
　　　　 　（83 歳　11 月  5 日）

　

小
走
り
の 

子
等
は
そ
ろ
っ
て 

毛
糸
帽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
田　

栄
珠

■11/22 ～ 11/23、稚内市総合体育館で行われた、第 29 回北

海道中学校バスケットボール新人北大会稚内地区予選会で、

中頓別中学校男子バスケットボール部が見事、第 2位の成績

をおさめ、来月の 12/25 ～ 12/28、旭川市で行われる北北海

道大会予選会に、稚内地区代表として出場することになりま

した。男子バスケットボール部のみなさん、おめでとうござ

います！地区代表として頑張ってください！！   　　　　　

　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

新副院長を紹介します新副院長を紹介します
中頓別町国保病院中頓別町国保病院

今月の裏表紙

　我先に噛まれようとする

子どもたち。獅子に頭を噛

まれると、その年は無病息

災で、元気に過ごせるとい

う言い伝えがあります。
　   ( そうや自然学校にて )

　11 月 1 日付けで岩内町の病院から、中頓別町国保病

院に着任いたしました。札幌からの単身赴任でもあり、

年齢的に 66 歳になりましたので、何時まで身体がもつ

かわかりませんが、柴中院長を盛り立てて頑張って行

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

　 副院長　 副院長　 石川 善朗石川 善朗 (いしかわ・よしあき )

　◇専門 ～ 内科・消化器内科・糖尿病


